
第17回 ＣＸ市況講演会

大阪堂島商品取引所
東 京 商 品 取 引 所
日本商品先物振興協会

受講料

無
料

日時 3月6日（金）17：30 開演 （17：00 開場）

会場 大阪堂島商品取引所 （大阪市西区阿波座1丁目10番14号）

お申込は
コチラ

お取引先の商品先物会社外務員

または日本商品先物振興協会広報部
（☎ 03-3664-5731）

コモディティと金融の各分野に精通したプロフェッショ
ナルが気になる市況の“いま”を語る。

講師と演題

第 一 部
17：30

18：10
（40分）

～

第 二 部
18：20

19：40
（80分）

～

△大阪堂島商品取引所
○大阪市営地下鉄
四つ橋線、中央線、御堂筋の
本町駅23番出口 徒歩5分

先着
100名様

＜貴金属＞
ディーラーの２４時間と貴金属最新市況
講 師：池水 雄一 （スタンダードバンク東京支店支店長）

住友商事、クレディ・スイス銀行、三井物産、スタンダードバンクで一
貫して貴金属ディーリングに従事。20年以上にわたり貴金属マーケットの
最前線で活躍してきた池水“ＢＲＵＣＥ”雄一氏は、マーケットに与える
影響の大きさから伝説のディーラーと評されている。今回は貴金属の最新
市況だけでなく、自身が経験した大相場、貴金属ディーラーがどのように
24時間を使うのかなど興味深い話を聞かせてくれる。

主な著書に『ゴールド・ディーリングのすべて』『THE GOLD ゴールドの
すべて』など。

＜コ メ＞
コメ相場の行方
講 師：中村信次 （㈱ 商経アドバイス 専務取締役）

消費量減少に需給構造の変化が重なり過去最低の米価となった26年
産。昨年11月以降はジリ高に転じ、年明け後も強含みで推移している。
しかし供給過剰は解消されておらず、先行きの不透明感は拭えない。
複数の変動要因が絡み合うが、2015年の主食用米に関しては飼料用米
への作付け転換による供給量の絞り込みが最大の材料。相場環境を検
証しつつ、先物市場との連動、活用の可能性などを整理する。

△池水雄一 氏

https://www.jcfia.gr.jp/mini_semi_form.html
https://www.jcfia.gr.jp/mini_semi_form.html

